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【Activity 一覧】
　（形態・段階）　  　全　体 　　                 グ ル ー プ                      個  人(ペア)

   見  る      　☆Go to
　　 聞　く　　　　       ☆Circle switch　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 わかる　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆Karuta game(カルタ)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆The swatting flies

　(ハエたたきゲーム)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　☆Input(チャンツ)
見  る　           ☆□□basket(□□バスケット)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
聞　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ☆Point to
わかる　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆Card game　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
言　う　　　　☆Clap clap the point       ☆Clap clap the point
                  　　　          ☆Free kick

☆Black box                   ☆Black box
          ステップ
アップ                              　　　　　　　　　　　　　　　                             ☆Shouting

☆Dice game（サイコロゲーム）
☆Relay game 

☆Touch the base（陣とりゲーム）

                                                                                                                                                                                                                                                                  
· Dice game（サイコロゲーム）
☆What´s missing? 

☆Pair activity

発展的                                                                  ☆Presentation

    実用的　　　　　　                                                      ☆自己紹介，お店やさん遊びなど
　　
【Activity digest】  
	Go to
	全
	教室の壁にカードをはり，教師が発音するとその場へ行き指さす。

	The swatting flies
(ハエたたきゲーム)
	全

（個）
	黒板にカードを掲示，教師が発音するとハエたたきでカードをタッチする。２グループに分かれ，個人対戦式で３回行う。待っている児童は，どちらが先にタッチしたかの審判をさせ，活動の意欲が途切れないようにする。

	Circle switch
	全
	一人１枚ずつカードを持ち，円形になる。教師が発音したカードを持っている子が移動する。（途中でカード交換）

	Karuta game(カルタ)
	全
	教師が発音したカードを児童がとっていく。日本のカルタとりと同じ。

	
	
	

	□□basket(□□バスケット)
	全
	フルーツバスケットと同じ進め方。座れなくて中央に来た子に，一人で単語を言う場面を設定できる。
Circle switchからの発展。「○○○and□□□」など複数の単語を言うこともできる。

	Point to
	グ
	カードをランダムに並べ，教師またはリーダーが発音したカードを他の子は指さして発音する。（カードはとらない）

	Card game　
	グ
	カードを円形に並べ，リーダーがカードを順に指さす。他の子は指さしたカードを発音する。

	Clap clap the point
	全・グ
	カードを円形に並べ，教師またはリーダーがカードを順に指さす。他の子は指さしたカードを発音する。
Clap Clap→CardＡ CardＢ→Clap Clap→CardＢ CardＣ→Clap Clap→CardＣ CardＤ→……と進める。

	Free kick
	グ
	リーダーとグループのメンバーが向かい合う。教師の指示をリーダーが見て，リーダーがメンバーに伝え，メンバーが答える。
①教師が黒板のカードを指さす　→　リーダーがジェスチャー　→　メンバーが発音する

②教師がジェスチャー　→　リーダーが発音　→　メンバーがジェスチャー

	Black box
	グ・個
	Black box(箱や封筒)からカードを取り出し，「What´s this?」と質問する。他のメンバーは「It´s □□□」と答える。質問する子を交代しながら進めていく。

	
	
	

	Shouting
	グ
	フリーキックと同じように並ぶ。メンバーがその日学習した単語を叫ぶ。リーダーはだれが何を言ったかあてる。
個が緊張せずに大きな声で単語を発音できる（speaking）場面を設定することがねらい。

	Dice game（サイコロゲーム）
	グ・個
	さいころの６面にその日の単語やアクティビティを書いたりして，多様な活用をする。

	relay game
	グ
	グループが列になり発音やジェスチャーのリレーゲームを行う。Shouting同様，個のspeakingの場面設定をねらいとしたい。

	Touch the base（陣とりゲーム）
	グ
	２チームに分かれ，一列に並べたカードの端から発音していき，ぶつかったところでジャンケン，勝ったら進み，負けたら次の人がまた端からスタート。相手チームの基地（base）にタッチできた方が勝ち。　（急ぐため発音が不正確になりやすいことに注意）

	
	
	

	What´s missing?
	ペア
	ジャンケンで先攻，後攻を決め，先攻の子が自分のカード（４枚程度）を見せながら発音し，カードを床に伏せて並べる。後攻の子は，伏せたカードを発音しながらめくる。正解なら「Good」と言い，間違えたら正しい答えを教える。

	Pair activity
	ペア
	その日に学習した単語やフレーズを会話を進めるようにして復習する。毎時間，最後の場面で行うようにする。

	
	
	

	Presentation
	個
	OUTPUTの場面でまとめとして行うとよい。予めプレゼンテーションする内容や順序を決めておく。（CUEシート）

	自己紹介
	個
	名前，好きな～　など　学習した内容を生かした紹介









発音できなくても，英語を楽しめることができるアクティビティ。　低学年や導入時の活動として用いるとよい。





 発音に自信がなくても，全体の中でならプレッシャーなく言える。


　でも，ここで手抜きすると，後のアクティビティで困ることに…





　全体の時より，声を出しているか否かが，わかりやすい。自信のない子や手抜きしている子を見つけるのによい。（weak student）








　自分一人で言う場面が設定されている。全体やグループでのアクティビティでしっかり練習していないと


一人では絶対言えない！

















